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問1 各国の経済状況を比較する際、国内で一定期間に生み出された付加価値の合計額をその国の人口で割った数値を「1人当たり国内総生産（GDP）
」と呼びます。2019年の統計において、日本の1人当たり国内総生産は約4万ドルでしたが、同じ先進国であるドイツの数値は約4万6000ドルと
なっていました。この「1人当たり」という指標を用いる主な目的として、最も適切な説明を選びなさい。 （2022年 大分県公立入試 類似）

1. 経済成長率の推移を見ることで、
将来の労働力不足を予測する基準と
するため

2. 国の経済規模の総計だけでなく、
国民一人ひとりの豊かさや生産性の
水準を比較するため

3. 輸出額から輸入額を差し引いた貿
易収支が、黒字であるか赤字である
かを確認するため

4. その国の人口密度が、経済活動に
対してどの程度の影響を与えている
かを算出するため

問2 1967年に結成され、現在はタイ、ベトナム、インドネシア、フィリピンといった東南アジアの10か国が加盟している、地域の平和・安定と経済
成長を目的とした地域協力機構の名称として正しいものを選びなさい。 （2016年 長崎県公立入試 類似）

1. OPEC（石油輸出国機構） 2. ASEAN（東南アジア諸国連合） 3. EU（欧州連合） 4. UNICEF（国連児童基金）

問3 国際社会における地域協力のあり方のうち、東南アジア諸国連合（ASEAN）の説明として最も適切なものを選びなさい。 （2022年 秋田県公立入試 類似）

1. 原油の輸出価格や生産量を調整す
ることを目的として、中東を中心と
した産油国によって結成された。

2. ヨーロッパ諸国が、共通通貨の導
入や国境を越えた自由な移動を認め
ることで、一つの大きな市場を作る
ことを目指している。

3. 1970年代から急速な経済成長を
遂げた、韓国や台湾、香港、シンガ
ポールなどの新興工業経済地域を指
す。

4. 東南アジアの10か国が加盟し、域
内の関税撤廃などを進める経済共同
体を発足させるなど、統合を深めて
いる。

問4 ユネスコ憲章の前文には、「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中にこそ、平和のとりでを築かなければならない」という
一節があります。この理念に基づき、ユネスコが教育や文化の面で国際協力を推進している主な理由として、最も適切な説明はどれですか。
（2018年 沖縄県公立入試 類似）

1. 教育や文化の交流を通じて、諸国
民の相互理解を深めることが、紛争
の防止と平和の維持につながると考
えられているから

2. 世界中の教育制度を一つに統合し
、国家という枠組みをなくすことで
紛争の原因を排除しようとしている
から

3. 世界遺産の登録件数を増やすこと
で、加盟国の観光収入を拡大し、世
界経済を安定させる必要があるから

4. 先進国の優れた科学技術を途上国
に導入し、軍事的な力の均衡を保つ
ことで平和を実現しようとしている
から

問5 現代の国際社会において、各国が自国の得意とする製品や部品の生産に特化し、互いに貿易を通じて製品を完成させたり交換したりする仕組み
を何と呼びますか。 （2024年 山口県公立入試 類似）

1. 経済のブロック化 2. 国際分業 3. 垂直統合 4. 産業の空洞化

問6 紛争が発生した地域において、国際連合の主導により、停戦の監視や公正な選挙の立ち会いなどを行う活動を何といいますか。 （2024年

北海道公立入試 類似）

1. PKO（平和維持活動） 2. NGO（非政府組織） 3. UNICEF（国連児童基金） 4. ODA（政府開発援助）

問7 国際社会における紛争解決の仕組みとして、ノートに「法律に基づいた裁判によって平和的な解決を目指す機関」についてまとめられた資料が
あります。この機関の制度上の課題や特徴を説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2026年 長野県公立入試 類似）

1. 国際連合の総会によって選出され
た裁判官が、特定の国の利益を代表
して判決を下す仕組みになっている
。

2. 国家間の問題だけでなく、多国籍
企業の経済活動における不正を直接
裁く権限を持っている。

3. 紛争当事国の一方が裁判を拒否し
た場合、原則として裁判を開始する
ことができないという制約がある。

4. 判決に不服がある場合は、国際連
合の安全保障理事会に対して上訴し
、二審制の裁判を受けることができ
る。

問8 1992年に制定された、日本が国際連合の平和維持活動に協力し、自衛隊などの派遣を通じて国際的な平和と安定に貢献することを目的とした法
律を選びなさい。 （2020年 熊本県公立入試 類似）

1. 自衛隊法 2. 平和安全法制 3. 国際平和協力法（PKO協力法） 4. 日本国憲法第9条

問9 主要国首脳会議（サミット）の歴史についてまとめた資料において、1975年の第1回会議には日本、アメリカ、フランス、イギリス、西ドイツ
、イタリアの6か国が参加したと記されています。この会議が開催された当時の国際社会の状況と、開催の目的として最も適切な説明はどれです
か。 （2016年 山口県公立入試 類似）

1. アメリカとソ連の対立を解消し、
国際連合に代わる新しい平和維持組
織を作るため

2. 冷戦下で資本主義諸国の結束が求
められる中、石油危機による経済混
乱に対処するため

3. 発展途上国による経済的な自立を
支援し、冷戦の終結を早めるため

4. 社会主義諸国との経済協力体制を
築き、世界恐慌の再発を防止するた
め

問10 国際連合の安全保障理事会において、アメリカ、イギリス、フランス、中国、ロシアの5つの常任理事国に認められている、1か国でも反対すれ
ば決議を成立させないことができる強力な権限を何といいますか。 （2018年 群馬県公立入試 類似）

1. 多数決の原則 2. 拒否権 3. 議決権の放棄 4. 内政不干渉の原則

問11 1945年から2018年までの国際連合加盟国数の推移に関する説明として、統計的な事実と一致するものはどれですか。なお、1945年時点の総加
盟国数は51か国、2018年時点は193か国です。 （2019年 徳島県公立入試 類似）

1. 1945年から1965年までの20年間
で、アフリカの加盟国数は30か国以
上増加しており、この時期に最も多
くの新加盟国が誕生した地域の一つ
と言える

2. 1945年におけるアジアの加盟国
数は、独立国家が非常に少なかった
ため、アフリカの加盟国数よりも少
なかった

3. 2018年時点の統計において、ヨ
ーロッパ地域の加盟国数が全加盟国
数の半数以上を占めており、国連運
営の主導権を握っている

4. 発足当初から現在に至るまで、北
米・南米の加盟国数が全地域の中で
最も多い状態が統計上ずっと続いて
いる

問12 イギリスが2016年にヨーロッパ連合（EU）からの離脱を決定した際、その意思決定はどのような手続きによって行われましたか。最も適切なも
のを選びなさい。 （2019年 沖縄県公立入試 類似）

1. 有権者を対象とした直接民主制に
基づく国民投票

2. 国際連合の総会における加盟国に
よる決議

3. EU首脳会議における全加盟国の全
会一致による承認

4. イギリス政府とアメリカ政府との
二国間条約の締結

問13 国際連合の安全保障理事会において、アメリカ、イギリス、フランス、ロシア、中国の5つの常任理事国のうち、1カ国でも反対すれば、他の理
事国の多くが賛成していても決議が成立しない権限を何といいますか。 （2026年 和歌山県公立入試 類似）

1. 解散権 2. 多数決 3. 拒否権 4. 同意権


